
インクルーシブ保育の推進に向けた
情報・教育的コンテンツの整備事業

医療的ケア児が通える保育園は限られています。病気や障がいの有無に関わらず、

希望する児が保育園に通えるような社会を目指して、児や保護者、保育関係者等に向けた

ガイドブックや映像教材、ワークショッププログラムを開発します！

No.１
0.7 億円程度

（事業期間3年間）

【課題解決への道筋】

いきいきと
暮らし 、
のびのびと
成⻑できる。

役割を果た
しながら、
いきいきと
暮らせる。

病気や障がいの
有無に関わらず、
希望する児は
保育園や幼稚園に
通う ことができる。

園に通う
⼼配が減る。

必要な⼿続きの
やり⽅が分かる。

受け⼊れの
負担が減る。

整理された
情報や
知識が
簡単に
⼿に⼊る。

病気や障がいの
ある児に対応
できる知識や
スキルが⾝につく。

病気や障がいのある児
に対する周りの児や
その親の理解が増す。

⽇々の体験や
⼈との交流が
多様になる。

⾃分のための
使える時間が
増える。
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○ニーズ調査や実態調査に基づいて、情報・教育的コンテンツを開発し、実装します！

• はじめに、ニーズと実態を調査します。都内の当事者（児や保護者）、保育園、

認定こども園、市区町村担当課、医療福祉専門職を対象として、アンケート調査や

インタビュー調査、観察調査を実施し、都内のニーズや実態を把握します。

• 当事者を含んだ作業部会を組んで、ニーズや実態を踏まえて、ガイドブックや

映像教材、ワークショッププログラムを開発します。完成したコンテンツについて、

都民からのフィードバックの募集や実証実験を行った後、導入を進めていきます。

病気や障がいの有無に関わらず、希望する児が保育園に通えるようになり、

児は伸び伸びと成長でき、保護者はいきいきと暮らせる社会が実現します！

事業内容の詳細

事業実施による効果
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